
「
放
送
」
の
語
誌

山

下

洋

子

一
．
は
じ
め
に

放
送
法
に
よ
れ
ば
，「
放
送
」
は
「
公
衆
に
よ
っ
て
直
接
受
信
さ
れ
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
電
気
通
信
の
送
信
を
い
う
」（
放
送
法
第
二
条
一
）
と
定

め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
「
放
送
」
と
い
う
こ
と
ば
は
，
ど
の
よ
う
に
成
立
し

た
の
だ
ろ
う
か
。

『
日
本
国
語
大
辞
典
第
二
版
』（
二
○
○
一
・
小
学
館
，
以
下
『
日
国
』）

の
「
放
送
」
の
項
目
に
は
，
次
の
よ
う
な
「
語
誌
」
が
示
さ
れ
て
い
る
。

⑴
船
舶
の
無
線
電
報
に
お
い
て
，
無
線
局
が
個
々
の
船
舶
の
応
信
を
得

ず
に
一
方
的
に
送
信
し
た
報
道
を
「
送
り
っ
ぱ
な
し
」
の
意
で
，

「
放
送
」
と
呼
ん
で
い
た
。
そ
れ
が
，
大
正
一
一
年
の
放
送
制
度
の

立
案
に
際
し
，broadcasting

の
訳
語
と
し
て
採
用
さ
れ
た
も
の

と
い
う
。

『
大
辞
林
第
三
版
』（
二
○
○
六
・
三
省
堂
・
以
下
『
大
辞
林
』）
に
は
，

「
大
正
中
頃
に
作
ら
れ
た
語
」
と
い
う
説
明
が
あ
る
。

本
稿
で
は
，「
放
送
」
の
語
誌
の
見
直
し
を
行
う
。
す
な
わ
ち
，「
放
送
」

と
い
う
こ
と
ば
の
成
り
立
ち
と
，「
放
送
」
が
ラ
ジ
オ
で
使
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
経
緯
を
調
べ
る
。「
放
送
」
の
語
誌
は
，
⑴
の
よ
う
に
国
語
辞
典
に

示
さ
れ
て
お
り
，
通
信
史
、
放
送
史
の
資
料
に
も
同
様
の
説
明
が
あ
る
。
そ

の
ほ
か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
ま
と
ま
っ
た
も
の
が
見
ら
れ
る
。
こ
う
し

た
先
行
の
文
献
に
よ
っ
て
、
す
で
に
知
ら
れ
て
い
る
内
容
も
多
い
が
，
通
信

史
，
放
送
史
お
よ
び
日
本
語
学
の
そ
れ
ぞ
れ
の
資
料
を
ま
と
め
て
示
し
て
い

る
も
の
は
見
当
た
ら
な
い
。
ま
た
，
こ
う
し
た
先
行
の
資
料
の
中
に
は
誤
っ

た
情
報
が
示
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
誤
り
が
あ
る
の
か
を

明
ら
か
に
す
る
た
め
に
も
，
改
め
て
「
放
送
」
の
語
誌
を
ま
と
め
る
意
義
は

あ
る
と
考
え
る
。

以
下
，
引
用
文
の
漢
字
表
記
は
「
常
用
漢
字
表
」
の
字
体
に
改
め
て
示

す
。「
常
用
漢
字
表
」
に
掲
載
の
な
い
漢
字
は
，
康
煕
字
典
体
と
し
た
。
ま

た
，
か
な
づ
か
い
は
，
原
文
の
と
お
り
に
し
た
。
引
用
文
に
引
い
た

傍
線

は
特
に
注
記
が
な
い
限
り
，
引
用
者
が
補
助
の
た
め
に
つ
け
た
も
の
で
あ

る
。
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二
．「
放
送
」
以
前
の
「
放
送
」

二
．
一

「
放
送
」
は
い
つ
ご
ろ
か
ら
使
わ
れ
て
い
る
の
か

ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
か
ら
電
波
を
出
し
て
番
組
を
送
る
こ
と
を
「
放
送
」
と

い
う
。「
放
送
」
と
い
う
こ
と
ば
が
，
こ
う
し
た
意
味
で
使
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
，
ラ
ジ
オ
が
開
発
さ
れ
，
法
制
度
が
整
備
さ
れ
た
一
九
二
二

（
大
正
十
一
）
年
前
後
の
こ
と
で
あ
る
。ラ
ジ
オ
が
開
発
さ
れ
る
以
前
に

は
，
船
舶
の
無
線
電
信
に
お
い
て
「
放
送
」
と
い
う
こ
と
ば
が
使
わ
れ
て
い

た
。
こ
れ
は
⑴
に
示
し
た
『
日
国
』
の
語
誌
の
と
お
り
で
あ
る
が
，
次
に
示

す
⑵
の
読
売
新
聞
の
記
事
か
ら
も
そ
の
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
，
⑵
は
朝
日

新
聞
，
毎
日
新
聞
，
読
売
新
聞
を
調
べ
た
中
で
「
放
送
」
と
い
う
こ
と
ば
が

使
わ
れ
た
初
出
例
で
あ
る
。

⑵
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
一
月
二
九
日

読
売
新
聞
朝
刊

暴
風
警
報
を
艦
船
へ
無
電
で
報
す
同
時
放
送
で

艦
船
に
対
す
る
暴
風
警
報
は
航
行
上
最
必
要
と
す
る
所
な
る
が
今
般

逓
信
省
は
中
央
気
象
台
よ
り
発
す
る
暴
風
警
報
を
各
無
線
電
信
海
岸

局
を
し
て
其
の
受
信
の
即
刻
及
次
の
時
間
初
の
二
回
に
無
線
電
信
に

依
り
一
般
無
線
電
信
呼
出
符
号
の
次
に
該
電
報
を
三
回
連
続
放
送
せ

し
め
各
艦
船
を
し
て
同
時
に
之
を
受
信
せ
し
む
る
こ
と
ゝ
し
本
日
廿

八
日
よ
り
実
施
せ
り
本
邦
に
於
る
無
線
電
報
の
同
時
放
送
取
扱
ひ
は

之
を
以
て
嚆
矢
と
せ
り

ま
た
，「
放
送
」
が
公
式
な
文
書
に
現
れ
た
の
は
一
九
一
九
（
大
正
八
）

年
で
、
船
舶
の
無
線
電
信
の
規
程
に
お
い
て
で
あ
る
。

⑶
「
放
送
」
が
無
線
電
信
の
通
信
方
法
の
一
つ
と
し
て
，
初
め
て
規
定

の
上
に
現
わ
れ
た
の
は
，
大
正
八
年
中
の
こ
と
，
無
線
電
報
取
扱
規

程
中
の
改
正
に
際
し
て
，
採
り
入
れ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は

海
岸
局
で
，
各
艦
船
宛
の
気
象
報
を
伝
送
す
る
の
に
，
従
前
，
各
船

舶
に
個
々
に
送
信
し
て
，
い
ち
い
ち
受
信
証
を
と
っ
て
い
た
の
を
改

め
て
，
一
定
の
時
点
に
一
般
呼
出
符
号
Ｑ
Ｓ
Ｔ
を
前
置
し
て
，
そ
の

通
信
圏
内
の
全
船
舶
に
向
っ
て
，
同
時
，
一
斉
に
送
信
す
る
こ
と
と

し
，
こ
れ
を
「
放
送
ス
」
と
規
定
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
改
正
規

定
は
，
当
時
，
通
信
局
電
信
課
で
，
小
松
三
郎
氏
の
立
案
に
係
る
も

の
で
あ
っ
た
。

『
逓
信
史
話
上
巻
』（
一
九
六
二
、pp.531~532

）

こ
れ
よ
り
以
前
、
船
舶
の
無
線
電
信
に
お
い
て
「
放
送
」
が
初
め
て
使
わ

れ
た
の
は
，
一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
で
あ
る
。
元
三
島
丸
の
無
線
電
信
局

長
で
あ
っ
た
葛
原
顕
に
よ
っ
て
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
と
さ
れ
、
そ

の
経
緯
は
，
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

⑷
大
正
六
年
一
月
，
そ
れ
も
松
の
内
に
横
浜
を
出
帆
し
た
航
海
の
時
で

あ
っ
た
。
コ
ロ
ン
ボ
を
出
て
南
へ
二
昼
夜
走
っ
た
晩
に
，
受
け
た
の

が
「
ア
フ
リ
カ
沿
岸
に
ド
イ
ツ
の
仮
装
巡
洋
艦
が
出
没
し
て
い
る
か

ら
警
戒
せ
よ
」
と
い
う
意
味
の
送
信
で
あ
る
。
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
附
近

の
イ
ギ
リ
ス
海
軍
の
根
拠
地
か
ら
ら
し
か
っ
た
が
，
そ
れ
は
旧
来
慣

用
の
探
呼
符
号
Ｃ
Ｑ
を
前
置
し
て
，
応
答
を
待
た
ず
に
送
っ
て
来

た
。相
手
が
判
明
し
な
い
か
ら
受
信
証
は
出
せ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

無
線
局
に
は
，
航
行
中
の
作
業
状
況
を
詳
細
に
記
録
し
て
本
省
へ
提

出
す
る
通
信
日
誌
と
い
う
も
の
が
あ
っ
て
，
ブ
リ
ッ
ジ
の
航
海
日
誌

に
も
匹
敵
す
る
重
要
書
類
と
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
受
信
証
を
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出
せ
な
い
受
信
を
，
そ
れ
に
何
と
い
っ
て
記
載
し
た
ら
よ
い
か
考
え

た
挙
句
，
た
だ
送
り
放
し
で
あ
る
こ
と
か
ら
，
こ
れ
を
「
か
く
か
く

の
放�

送�

を
受
信
し
た
」
と
表
示
す
る
こ
と
に
し
た
，
と
い
う
の
で
あ

る
。

『
逓
信
史
話
上
巻
』（
一
九
六
二
、pp.532~533

）

『
新
明
解
語
源
辞
典
』（
二
○
一
一
・
三
省
堂
）
に
も
同
様
の
内
容
が
紹

介
さ
れ
て
お
り
，「
和
製
漢
語
。「
放
送
」
は
送
り
っ
ぱ
な
し
の
意
味
で
造
語

さ
れ
た
と
い
う
」
と
あ
る
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
（
一
九
六
五
）
に
も
，
同
様
の
起
源
が

記
さ
れ
て
い
る
。

⑷
に
示
さ
れ
た
「
放
送
」
の
起
源
を
検
証
す
る
た
め
に
，
こ
れ
以
前
の
文

献
に
「
放
送
」
と
い
う
こ
と
ば
が
使
わ
れ
て
い
な
い
か
を
調
べ
る
。
ま
た
、

専
門
用
語
や
辞
書
な
ど
で
「
放
送
」
と
い
う
語
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
い
つ
ご
ろ
な
の
か
を
調
べ
る
。
ま
ず
、
新
聞
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
読
売

新
聞
，
朝
日
新
聞
，
毎
日
新
聞
），
グ
ー
グ
ル
ブ
ッ
ク
ス
お
よ
び
「
日
本
語

歴
史
コ
ー
パ
ス
」（
以
下
「
Ｃ
Ｈ
Ｊ
」
と
す
る
）
で
調
べ
た
。
新
聞
の
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
は
、
朝
日
新
聞
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
「
聞
蔵
Ⅱ
」，
毎
日
新
聞
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
「
毎
索
」，
読
売
新
聞
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
「
ヨ
ミ
ダ
ス
歴
史
館
」
を
使
い
，

「
放
送
」
と
い
う
こ
と
ば
を
検
索
し
た
。
⑵
で
示
し
た
と
お
り
、
新
聞
で
は
、

読
売
新
聞
に
お
け
る
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
の
例
が
初
出
で
あ
る
。
朝
日

新
聞
は
，
一
九
二
三
（
大
正
十
二
）
年
一
月
一
一
日
朝
刊
，
毎
日
新
聞
は
，

一
九
二
五
（
大
正
十
四
）
年
三
月
二
日
朝
刊
が
そ
れ
ぞ
れ
初
出
で
あ
っ
た
。

グ
ー
グ
ル
ブ
ッ
ク
ス
の
検
索
結
果
に
は
、
十
九
世
紀
中
に
創
刊
さ
れ
た
雑

誌
の
名
前
も
見
ら
れ
た
が
、「
放
送
」
の
使
用
は
の
ち
の
時
代
の
も
の
で
あ
っ

た
り
、「
放
送
」
で
は
な
い
例
で
あ
っ
た
り
し
て
お
り
、
一
九
一
七
（
大
正

六
）
年
よ
り
も
さ
か
の
ぼ
る
例
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
Ｃ
Ｈ
Ｊ
の
検
索
結
果

に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

専
門
用
語
で
は
、
電
気
工
学
の
学
術
用
語
に
「
放
送
」
と
い
う
語
が
見
ら

れ
る
。
こ
の
学
術
用
語
に
「
放
送
」
が
採
用
さ
れ
た
経
緯
は
、
鈴
木
寿
伝
次

（
一
九
三
○
）
に
，
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

⑸
大
正
十
四
年
東
京
放
送
局
が
仮
放
送
を
開
始
す
る
に
際
し
，
此
の

broadcasting

を
邦
語
に
何
と
命
名
す
べ
き
か
に
就
て
世
論
囂
々
，

『
放
送
』『
広
送
』『
弘
布
』
又
は
『
広
布
』
な
ど
種
々
の
案
が
あ

り
，『
放
送
』
は
放
の
字
が
不
当
で
あ
る
と
か
，『
弘
布
』
は
弘
法
大

師
の
布
教
に
似
て
居
る
と
か
，
或
は
『
弘
布
局
』
と
云
へ
ば
『
甲
府

局
』
と
間
違
ふ
と
か
，
甲
論
乙

帰
す
る
所
が
無
か
つ
た
。
そ
こ
で

日
本
電
気
工
芸
委
員
会
の
名
称
調
査
委
員
会
に
諮
る
こ
と
と
な
り
，

同
委
員
会
は
慎
重
審
議
を
尽
し
，『
放
送
』
が
一
方
的
通
信
の
送
り

放
し
と
い
ふ
本
質
か
ら
最
も
適
当
で
あ
る
と
決
議
し
報
告
し
た
。
そ

こ
で
当
局
者
も
其
決
議
を
重
ぜ
ら
れ
，
直
ち
に
『
放
送
』
と
い
ふ
言

葉
を
採
用
さ
れ
，
爾
来
『
こ
ち
ら
は
東
京
放
送
局
で
あ
り
ま
す
』
と

云
ふ
発
音
と
共
に
忽
ち
津
々
浦
々
迄
行
渡
つ
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
電
気
工
芸
委
員
会
の
名
称
調
査
委
員
会
で
決
め

ら
れ
た
内
容
は
『
電
気
工
学
術
語
集
』
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
。『
電
気
工

学
術
語
集
』
は
一
九
○
四
（
明
治
三
七
）
年
か
ら
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年

ま
で
の
間
に
五
回
発
行
さ
れ
て
お
り
，
三
回
の
増
補
改
訂
が
行
わ
れ
て
い

る
。
一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
，
一
九
二
一
（
大
正
十
）
年
の
『
電
気
工
学

術
語
集
』
に
は
，「broadcasting

」
の
掲
載
は
な
く
，「
放
送
」
と
い
う

語
も
な
い
。「broadcasting

」
が
追
加
さ
れ
，「
放
送
」
の
訳
語
が
つ
け

ら
れ
た
の
は
，
一
九
二
五
（
大
正
十
四
）
年
の
改
訂
に
お
い
て
で
あ
る
。

次
に
辞
典
で
は
い
つ
ご
ろ
か
ら
「
放
送
」
が
立
項
さ
れ
て
い
る
の
か
を
調
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べ
る
。
一
九
一
二
（
大
正
元
）
年
か
ら
一
九
三
五
（
昭
和
十
）
年
ま
で
に
発

行
さ
れ
た
国
語
辞
典
、
英
和
辞
典
和
英
辞
典
の
掲
載
を
調
べ（
１
）た。

ま
ず
、
国
語
辞
典
の
掲
載
は
表
一
の
と
お
り
で
あ
る
。
今
回
調
べ
た
国
語

辞
典
の
範
囲
で
は
，
一
九
二
六
（
大
正
十
五
・
昭
和
元
）
年
発
行
の
『
広
辞

林
』（
三
省
堂
）
が
初
出
で
あ
る
。
掲
載
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

⑹
ほ
う
そ
う
﹇
放
送＝

Broadcasting

﹈（
名
）
諸
方
に
及
ぼ
す
こ
と

を
目
的
と
す
る
放
送
無
線
電
話
の
送
話
。

（‐

き
ょ
く
﹇
放
送
局
﹈（
名
）
放
送
無
線
電
話
を
放
送
す
る
所
。

（‐

む
せ
ん
で
ん
わ
﹇
放
送
無
線
電
話＝

Broadcast
radio-

telephone

﹈（
名
）

一
定
の
制
限
下
に
設
け
ら
れ
た
る
無
線
受
話
装
置
を
有
す
る
多
数
の

加
入
者
が
，
音
楽
・
講
演
等
を
同
時
に
聴
く
こ
と
を
得
べ
き
音
声

を
，
放
送
局
よ
り
一
定
の
時
内
に
放
送
す
る
も
の
。

英
和
辞
典
お
よ
び
和
英
辞
典
の
掲
載
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

英
和
辞
典
は
、
一
九
二
六
（
大
正
十
五
・
昭
和
元
）
年
の
『
コ
ン
サ
イ
ス

英
和
辞
典
』（
三
省
堂
）
に
「broadcast

」
の
意
味
と
し
て
「
放
送
セ
ル
」

「
放
送
ス
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
が
最
初
で
あ
る
。
こ
の
辞
書
の
前
の
版

で
あ
る
『
袖
珍
英
和
辞
典
』（
一
九
二
二
）
に
は
、「
放
送
」
の
意
味
は
掲
載

さ
れ
て
い
な（
６
）い。

和
英
辞
典
で
は
，
一
九
三
○
（
昭
和
五
）
年
発
行
の
『
斎
藤
和
英
大
辞

典
』（
斎
藤
秀
三
郎
編
・N

ichieisha

）
に
「
放
送
」
の
項
目
が
あ
り
、

「broadcasting

」
に
訳
さ
れ
て
い
る
。
用
例
は
「
無
線
放
送
局
」
で

「the
Radio

Broadcasting
Bureau.

」
と
訳
さ
れ
て
い
る
。

「
放
送
」
は
新
聞
に
お
い
て
は
一
九
一
九
年
ご
ろ
か
ら
使
用
さ
れ
、
学
術

用
語
や
国
語
辞
典
で
は
大
正
の
終
わ
り
ご
ろ
に
発
行
さ
れ
た
も
の
か
ら
立
項

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
英
和
辞
典
も
国
語
辞
典
と
同
じ
よ
う

に
大
正
の
終
わ
り
ご
ろ
か
ら
「broadcast

」
の
訳
語
と
し
て
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
、
和
英
辞
典
で
は
、
国
語
辞
典
、
英
和
辞
典
か
ら
少
し
遅
れ
て
、

昭
和
に
入
っ
て
か
ら
立
項
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

こ
こ
ま
で
調
べ
た
資
料
で
は
、「
放
送
」
と
い
う
こ
と
ば
の
用
例
と
し
て
，

一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
よ
り
も
さ
か
の
ぼ
る
も
の
が
見
ら
れ
な
い
。
本
当

に
、
⑷
に
示
さ
れ
て
い
る
経
緯
で
作
ら
れ
た
の
か
も
確
認
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
し
か
し
「
放
送
」
は
、
船
舶
の
無
線
電
信
の
こ
と
ば
と
し
て
、
遅
く

と
も
⑵
の
新
聞
の
用
例
に
あ
る
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
に
は
使
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
た
こ
と
ば
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

掲載の有無

×

×（３）

×

×

×

〇

×

〇

×

〇

〇

発行年
1914
（大３）
1919

（大正8）
1923

（大12）
1924

（大13）
1925

（大14）
1925（５）
（大14）
1928
（昭３）
1928
（昭３）
1934
（昭 9）
1935

（昭10）
1935

（昭10）

辞書名

辞海（２）

大日本国語辞典

現代国語辞典

辞林（４）

ローマ字で引く
国語辞典

広辞林

改修言泉
日本大辞典

小辞林

大言海

辞苑

増補新辞典

表
一

国
語
辞
典
で
の
「
放
送
」
の
掲
載
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二
．
二

な
ぜ
「
放
送
」
な
の
か

次
に
，
な
ぜ
「
放
送
」
と
い
う
二
字
の
結
び
つ
き
に
な
っ
た
の
か
を
考
え

る
。
例
え
ば
，「
送
放
」
と
い
う
結
び
つ
き
は
あ
り
え
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う

か
。⑴

⑷
の
用
例
に
は
，「
送
り
っ
ぱ
な
し
」
の
意
味
で
「
放
送
」
と
い
っ

た
，
あ
る
い
は
，
相
手
か
ら
の
返
事
を
受
け
取
ら
な
い
「
送
り
っ
ぱ
な
し
」

の
電
波
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
，「
放
送
」
と
い
う
こ
と
ば
を
使
う
よ
う
に

な
っ
た
と
あ
る
。
し
か
し
，「
放
送
」
を
語
構
成
の
面
か
ら
考
え
る
と
，「
放

〜
」
あ
る
い
は
「
〜
放
」
の
熟
語
に
は
，「
〜
し
っ
ぱ
な
し
」
と
い
う
意
味

を
持
つ
語
は
見
当
た
ら
ず
、「
放
送
」
だ
け
が
特
例
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

例
え
ば
，「
放
火
」「
放
棄
」「
解
放
」「
追
放
」
な
ど
は
，
い
ず
れ
も
「
放

つ
」
と
い
う
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
。

『
逓
信
史
話
上
巻
』（
一
九
六
二
、p.532

）
に
は
，
⑺
の
よ
う
な
考
え

方
も
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
元
逓
信
省
電
務
局
事
務
官
で
，
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
会

友
で
も
あ
っ
た
中
村
寅
市
が
，「
放
送
」
の
起
源
と
し
て
考
え
ら
れ
そ
う
な

こ
と
と
し
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

⑺
で
は
，
誰
が
ど
ん
な
い
き
さ
つ
か
ら
，
こ
の
「
放
送
」
を
使
い
出
し

た
か
。
こ
の
こ
と
に
は
誰
し
も
，
そ
の
頃
電
信
に
つ
い
て
間
送
，
托

送
，
連
送
，
分
送
な
ど
電
報
の
伝
送
手
続
き
の
形
容
を
抽
象
す
る
言

葉
が
，
省
令
以
下
の
規
定
に
使
わ
れ
て
お
り
，
そ
の
他
に
も
二
字
の

組
合
せ
で
，
同
じ
く
下
に
「
送
」
の
つ
い
た
語
辞
が
何
時
と
は
な
し

に
生
ま
れ
出
て
，
そ
れ
が
現
業
で
慣
用
さ
れ
て
い
た
事
実
を
思
い
合

わ
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

語
構
成
か
ら
考
え
る
と
，
⑺
の
例
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
「
〜
送
」
の

「
〜
」
に
入
る
要
素
と
「
送
」
と
の
関
係
は
，
い
ず
れ
も
「
連
用
修
飾
」
の

関
係
に
あ
る
。
例
え
ば
，「
托
送
」
は
「
托
し
て
送（
７
）る」，「
分
送
」
は
「
分

け
て
送
る
」
な
ど
で
あ
る
。
⑺
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
「
放
送
」
も
こ
れ
ら
と

同
じ
よ
う
に
連
用
修
飾
の
語
構
成
「
放
っ
て
送
る
」
か
ら
生
じ
た
こ
と
ば
と

考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
あ
る
い
は
「
放
つ
」
と
「
送
る
」
が
ど
ち
ら
も
手

元
か
ら
遠
く
へ
や
る
と
い
う
似
た
意
味
の
語
で
あ
る
こ
と
か
ら
「
並
列
関

係
」
の
二
字
漢
語
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
そ
う
だ
。
例
え
ば
，「
推
量
，
譲

渡
，
受
容
，
引
率
，
降
参
，
支
障
，
移
行
，
住
居
」
な
ど
と
同
様
で
，
和
訓

の
「
放
ち
送
る
」
か
ら
「
放
送
（
ほ
う
そ
う
）」
と
読
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

前
に
述
べ
た
よ
う
に
一
九
一
七
年
以
前
に
は
「
放
送
」
と
い
う
二
字
の
結

び
つ
き
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
Ｃ
Ｈ
Ｊ
に
一
件
だ
け
，「
放
送
（
は

な
ち
お
く
）
ら
ん
」
と
読
ま
せ
て
い
る
例
が
あ
っ
た
。
⑻
に
示
す
一
九
一
七

（
大
正
六
）
年
の
雑
誌
『
太
陽
』
の
例
で
あ
る
。

⑻
蒼
く
沈
む
月
に
憂
悲
し
ま
ん
か
，
東
方
日
本
人
は
，
特
有
義
烈
の
熱

火
を
放
送
（
は
な
ち
お
く
）
ら
ん
か
な
。
巴
爾
幹
は
国
民
性
の
頗
る

保
存
の
土
地
。

（
亜
細
亜
の
盟
杯
・
児
玉
花
外
）

⑻
の
用
例
を
ヒ
ン
ト
に
，「
放
ち
送
る
」
と
い
う
語
で
，
グ
ー
グ
ル
ブ
ッ

ク
ス
で
検
索
し
た
と
こ
ろ
，
一
八
九
五
（
明
治
二
八
）
年
発
行
の
滝
沢
馬

琴
・
高
山
蘭
山
『
新
編
水
滸
画
伝
』
の
⑼
の
例
が
見
ら
れ
た
。

⑼
即
ち
李
大
官
人
の
書
簡
を
祝
朝
奉
が
方
に
遣
は
し
。時
遷
を
求
め
ば
。

祝
朝
奉
肯
て
時
遷
を
放
送
（
は
な
ち
お
く
）
る
べ
し
。

『
新
編
水
滸
画
伝
』
は
一
八
○
五
（
文
化
二
）
年
〜
一
八
三
八
（
天
保

九
）
年
に
成
立
し
た
読
本
で
あ
る
。
⑼
の
用
例
以
前
の
刷
り
（「
文
化
二
年
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〜
天
保
九
年
刊
行
版
後
刷
」
と
あ
る
も
の
）
で
も
同
様
に
「
放
送
（
は
な
ち

お
く
）
る
」
が
使
わ
れ
て
い
る
。
な
お
，『
水
滸
伝
』
の
中
国
語
原
本
で
は

「
放
送
」
は
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
。

⑻
と
⑼
の
例
か
ら
考
え
て
「
放
送
」
は
，「
放
ち
送
る
」
と
い
う
複
合
動

詞
か
ら
生
じ
た
語
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、『
日
本
語
源

広
辞
典
﹇
増
補
版
﹈』（
二
○
一
二
・
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）
に
も
，「
電
波
を

放
ち
送
る
意
で
す
」
と
い
う
説
明
が
あ
る
。

語
構
成
が
連
用
修
飾
あ
る
い
は
，
並
列
関
係
で
あ
る
と
す
れ
ば
「
送
放
」

の
語
順
も
あ
り
う
る
が
，「
送
放
」
の
用
例
は
ほ
と
ん
ど
な
く
，「
送
り
放

つ
」
と
い
う
動
詞
も
見
当
た
ら
な（
８
）い。

前
に
述
べ
た
よ
う
に
船
舶
に
お
け
る

無
線
電
信
で
は
，「
〜
送
」
と
い
う
語
が
多
く
使
わ
れ
て
お
り
、「
送
放
」
よ

り
も
「
放
送
」
の
形
の
ほ
う
が
定
着
し
や
す
か
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
る
の

だ
ろ
う
。

こ
こ
ま
で
の
内
容
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
と
お
り
に
な
る
。
当
初
は
、
航

行
中
の
船
舶
に
無
線
電
信
で
時
間
、
気
象
、
新
聞
な
ど
を
送
っ
て
い
た
も
の

を
「
放
送
電
報
」
と
称
し
て
い
た
。
こ
の
「
放
送
」
は
、
受
信
証
を
受
け
取

ら
な
い
電
信
で
あ
る
こ
と
か
ら
「
放
ち
送
る
（
電
報
）」「（
電
報
を
）
放
ち

送
る
」
と
い
う
語
か
ら
生
じ
た
も
の
で
、「
送
り
っ
ぱ
な
し
」
と
い
う
意
味

は
な
い
。
⑷
の
例
や
『
新
明
解
語
源
辞
典
』
に
あ
る
よ
う
な
「
送
り
っ
ぱ
な

し
の
意
味
で
造
語
し
た
」
と
い
う
説
明
は
、
あ
と
か
ら
考
え
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
。

「
放
送
」
が
、
日
本
で
作
ら
れ
た
い
わ
ゆ
る
「
和
製
漢
語
」
な
の
か
、
あ

る
い
は
中
国
由
来
の
漢
語
な
の
か
、
明
確
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

中
国
で
「
放
送
」
と
い
う
語
が
使
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
か
に
つ
い
て
、「
漢

籍
電
子
文
献
資
料
庫
」
で
検
索
し（
９
）た。『

朝
鮮
王
朝
実
録
』
の
十
五
世
紀
の

例
が
見
ら
れ
た
が
、
こ
れ
ら
が
「
放
ち
送
る
」
の
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
も

の
な
の
か
、
ま
た
は
ほ
か
の
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
も
の
な
の
か
ま
で
は
、

調
べ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
こ
れ
以
前
の
漢
籍
に
「
放
送
」
は

使
わ
れ
て
い
な
い
の
か
を
確
認
す
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。

三
．「
ラ
ジ
オ
」
の
成
立
と
「
放
送
」

三
．
一

「
ラ
ジ
オ
」
の
成
立

一
八
九
五
（
明
治
二
八
）
年
に
，
イ
タ
リ
ア
で
マ
ル
コ
ー
ニ
が
電
波
の
無

線
送
信
に
成
功
し
た
。
日
本
で
は
一
八
九
七
（
明
治
三
○
）
年
に
無
線
電
信

機
の
開
発
に
成
功
し
た
。
こ
の
無
線
通
信
の
技
術
に
加
え
て
，
真
空
管
が
発

明
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
，
無
線
で
送
る
電
話
が
開
発
さ
れ
，
不
特
定
多
数
の

人
々
に
電
波
を
送
信
す
る
媒
体
で
あ
る
「
無
線
電
話
」
が
現
れ
た
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ

（
二
○
○
一
），pp.19~21

）。
現
代
で
は
「
ラ
ジ
オ
」
と
呼
ば
れ
る
通
信

媒
体
で
あ
る
。

一
九
二
○
（
大
正
九
）
年
に
世
界
で
最
初
の
ラ
ジ
オ
局
が
ア
メ
リ
カ
で
誕

生
し
た
。
呼
び
出
し
符
号
（
コ
ー
ル
サ
イ
ン
）
か
ら
「
Ｋ
Ｄ
Ｋ
Ａ
」
局
と
呼

ば
れ
る
。
こ
れ
以
降
，
ア
メ
リ
カ
だ
け
で
な
く
，
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
，
日
本
で
も

ラ
ジ
オ
熱
が
高
ま
っ
た
。日
本
で
は
一
九
二
一
（
大
正
十
）
年
に
，
ア
マ

チ
ュ
ア
無
線
家
た
ち
に
よ
っ
て
，
ラ
ジ
オ
の
実
験
が
行
わ
れ
，
一
九
二
二

（
大
正
十
一
）
年
に
は
，
東
京
日
日
新
聞
社
，
東
京
朝
日
新
聞
社
が
，
ラ
ジ

オ
の
実
験
を
公
開
し
た
。
ま
た
，
大
阪
で
も
公
開
実
験
が
行
わ
れ
た

（
Ｎ

Ｈ
Ｋ
（
一
九
七
七
），p.9

）。
そ
し
て
，
一
九
二
四
（
大
正
十
三
）
年
に
，

日
本
で
最
初
の
ラ
ジ
オ
放
送
局
と
し
て
，
社
団
法
人
東
京
放
送
局
（
の
ち
の
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Ｎ
Ｈ
Ｋ
。
以
下
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
す
る
）
が
設
立
さ
れ
，
一
九
二
五
（
大
正
十
四
）

年
三
月
二
二
日
に
ラ
ジ
オ
の
放
送
が
始
ま
っ（

１０
）た。

こ
の
通
信
媒
体
は
，「
ラ
ジ
オ
（
当
時
の
表
記
は
「
ラ
ヂ
オ
」）」
の
ほ
か

「
無
線
電
話
」「
無
線
放
送
」
と
呼
ば
れ
た
（
米
川
明
彦
（
二
○
○
二
））。

「
放
送
電
話
」
と
も
い
わ
れ
た
。『
官
報
』（
一
九
二
五
年
五
月
十
三
日
）
に

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
北
村
政
治
郎
の
名
前
で
「
放
送
電
話
の
開
始
に
あ
た
っ
て
」
と
い

う
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

外
来
語
の
語
形
と
し
て
現
在
使
わ
れ
て
い
る
「
ラ
ジ
オ
」
は
，T
A
D
A
-

SA
ISI

（
一
九
四
一
）
に
「radio
は
イ
タ
リ
ヤ
語
」
で
あ
る
と
さ
れ
て
い

る
。「radio

」
は
イ
タ
リ
ア
語
由
来
で
あ
る
と
い
う
根
拠
は
示
さ
れ
て
い

な
い
が
，
最
初
に
無
線
に
よ
る
電
波
送
信
に
成
功
し
た
マ
ル
コ
ー
ニ
が
イ
タ

リ
ア
出
身
で
あ
っ
た
こ
と
と
，「
ラ
ジ
オ
」
が
英
語
の
﹇réidiou

﹈
と
は

異
な
っ
た
語
形
で
，
つ
づ
り
字
読
み
さ
れ
て
い
る
た
め
だ
ろ
う
か
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ

（
一
九
七
七
，pp.

8~9

）
に
は
，「
イ
ギ
リ
ス
で
は
，
放
送
用
無
線
電
話

を
〝
ワ
イ
ヤ
レ
ス
〞
（W

ireless

）
と
呼
ん
で
い
た
」「
ラ
ジ
オ
」
と
さ
れ

た
の
は
「
ア
メ
リ
カ
の
命
名
で
あ
り
，
一
九
一
五
年
（
大
四
）
と
い
わ
れ

る
」
と
あ
る
。Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
放
送
で
は
，
一
九
二
五
（
大
正
十
四
）
年
か
ら

「
ラ
ヂ
オ
」
と
い
う
名
称
が
使
わ
れ
た
が
，
一
九
四
一
（
昭
和
十
六
）
年

に
，「
ラ
ジ
オ
」
に
統
一
さ
れ
た
。
そ
の
ほ
か
，
ラ
ジ
オ
の
専
門
書
な
ど
で

ア
メ
リ
カ
英
語
を
も
と
に
し
た
と
思
わ
れ
る
「
レ
ジ
オ
」「
レ
デ
イ
オ
」「
レ

デ
ィ
オ
」
な
ど
の
語
形
が
使
わ
れ
る
こ
と
も
あ
っ（

１１
）た。

三
．
二

「
放
送
」
が
選
ば
れ
た
経
緯

船
舶
に
お
け
る
通
信
で
使
わ
れ
て
い
た
「
放
送
」
と
い
う
こ
と
ば
が
ラ
ジ

オ
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
経
緯
は
，
Ｎ
Ｈ
Ｋ
（
二
○
○
一
，p.25

）

に
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

⑽
「
放
送
」
と
い
う
言
葉

逓
信
省
が
今
井
田
電
話
課
長
の
下
で
無
線
電
話
制
度
の
要
綱
を
定
め

た
と
き
に
「
放
送
」
と
い
う
言
葉
が
採
択
さ
れ
た
。初
め
は
「
公
布
」

「
拡
布
」「
拡
散
」「
弘
宣
」
な
ど
と
い
う
言
葉
も
候
補
に
挙
が
っ
て

い
た
。
し
か
し
，
無
線
電
信
に
よ
る
海
岸
局
（
日
本
各
地
沿
岸
で
漁

船
な
ど
と
交
信
す
る
無
線
局
）
の
気
象
報
道
がBroadcasting

を

「
放
送
」
と
訳
し
て
い
た
の
で
，
こ
れ
に
倣
う
こ
と
に
し
た
。（
後

（
１２
）略）

加
茂
正
一
（
一
九
四
四
）
に
は
，「
原
語
の
ま
ま
で
は
，
あ
ま
り
に
一
般

的
で
な
い
，
さ
り
と
て
，
支
那
で
用
ひ
て
ゐ
る
直
訳
語
「
広
播
」
も
あ
ま
り

親
し
み
を
も
て
な
い
。
弘
布
，
播
布
，
い
ろ
ん
な
中
か
ら
，
遂
に
「
放
送
」

が
定
め
ら
れ
た
の
だ
」
と
あ
る
。

⑽
の
用
例
に
あ
る
「
無
線
電
話
制
度
の
要
綱
を
定
め
た
」
時
期
と
い
う
の

は
，
一
九
二
二
（
大
正
十
一
）
年
か
ら
一
九
二
三
年
に
か
け
て
の
こ
と
で
あ

る
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
（
二
○
○
一
，pp.23~24

）
に
よ
れ
ば
，
逓
信
省
が
，
無
線

電
話
制
度
の
要
綱
作
成
に
と
り
か
か
っ
た
の
は
，
一
九
二
二
（
大
正
十
一
）

年
の
春
で
，
そ
の
年
の
夏
に
は
「
放
送
用
私
設
無
線
電
話
に
関
す
る
議
案
」

と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
と
あ
る
。
こ
の
「
放
送
用
私
設
無
線
電
話
」
と
い
う

の
が
無
線
電
話
の
公
的
文
書
に
お
い
て
「
放
送
」
が
使
わ
れ
た
最
初
で
あ

る
。
こ
れ
を
省
令
と
し
て
発
表
し
た
の
は
一
九
二
三
年
で
あ
る
。『
逓
信
史

話
上
巻
』（
一
九
六
二
，pp.521~522

）
に
も
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
て

い
る
。⑾

規
制
制
定
に
当
た
っ
て
ま
ず
問
題
と
な
っ
た
の
は
ブ
ロ
ー
ド
キ
ャ
ス
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チ
ン
グ
の
日
本
訳
で
，
随
分
長
い
間
争
っ
た
も
の
で
あ
る
。
今
日
そ

の
関
係
者
も
殆
ん
ど
世
を
去
っ
て
い
る
と
思
う
の
で
，
書
き
添
え
て

お
く
。

無
線
電
信
で
は
，
時
報
，
気
象
報
，
新
聞
等
を
数
多
く
の
局
に
送

り
，
受
信
証
を
と
ら
な
い
も
の
を
放
送
通
信
と
呼
ん
で
い
た
。
そ
れ

を
英
語
で
は
「
ブ
ロ
ー
ド
キ
ャ
ス
ト
」
と
言
っ
て
い
る
の
で
，
当
時

の
無
線
屋
は
「
ラ
ジ
オ
・
ブ
ロ
ー
ド
キ
ャ
ス
チ
ン
グ
」
を
何
と
な
く

放
送
無
線
電
話
と
呼
ん
で
い
た
。
と
こ
ろ
が
当
時
の
電
話
課
で
は
こ

れ
を
「
広
布
」
と
訳
し
無
線
屋
に
挑
戦
し
て
来
た
格
好
と
な
っ
た
。

工
務
の
無
線
は
す
で
に
慣
用
と
な
っ
て
い
る
言
葉
で
も
あ
る
し
，
広

布
で
は
語
呂
も
悪
い
か
ら
放
送
と
す
べ
し
と
反
対
し
，
電
信
課
の
無

線
係
も
わ
れ
わ
れ
に
同
調
し
共
同
で
反
対
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
と

こ
ろ
が
，
主
管
課
が
電
話
課
で
あ
り
，
こ
の
立
案
者
の
吉
田
書
記
が

な
か
な
か
頑
強
で
長
い
間
互
い
に
主
張
を
枉
げ
ず
毎
日
言
い
争
っ
た

が
，
遂
に
電
話
課
の
担
当
者
で
あ
る
中
郷
事
務
官
を
説
い
て
漸
く
放

送
に
定
ま
っ
た
が
，
こ
の
論
争
は
半
年
以
上
も
続
い
た
よ
う
に
覚
え

て
い
る
。

⑾
の
内
容
は
、
逓
信
省
の
職
員
と
し
て
、
無
線
電
話
の
制
度
制
定
に
か
か

わ
っ
て
い
た
荒
川
大
太
郎
が
当
時
を
思
い
出
し
て
、ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

「
放
送
」
以
外
に
検
討
さ
れ
た
語
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
「
公
布
」

「
拡
布
」「
弘
布
」「
播
布
」「
弘
宣
」「
広
布
」
は
い
ず
れ
の
語
も
「
広
く
伝

え
る
」
と
い
う
意
味
の
語
で
あ
る
。
ま
た
，「
弘
布
」「
弘
宣
」
は
仏
教
用
語

と
し
て
も
使
わ
れ
て
お
り
，「
仏
教
の
教
え
を
世
に
広
く
し
ら
し
め
る
」
と

い
う
意
味
で
あ
る
。

な
お
、
英
語
の
「broadcast

」
あ
る
い
は
「broadcasting

」
の
訳

語
と
し
て
「
放
送
」
が
考
え
ら
れ
た
と
す
る
文
献
も
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
，

Ｎ
Ｈ
Ｋ
（
一
九
六
五
，p.13

）
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

⑿
ブ
ロ
ー
ド
カ
ス
ト
な
る
語
を
最
初
に
「
放
送
」
と
訳
し
た
の
は
，
葛

原
顕
（
か
つ
ら
は
ら
あ
き
ら
）（
元
三
島
丸
無
線
電
信
局
長
）
氏
と

言
わ
れ
る
。

『O
xford

English
D
ictionary

』（
以

下
『
Ｏ
Ｅ
Ｄ
』）
で

「broadcast

」
に
「
放
送
」
と
い
う
よ
う
な
意
味
が
加
わ
る
の
は
，
一
九

二
一
（
大
正
十
）
年
で
あ
る
。「broadcast

」
は
そ
れ
ま
で
「（
種
を
）
ま

く
」
と
い
う
意
味
で
使
わ
れ
，
一
九
二
九
年
以
降
「
広
く
散
ら
ば
ら
せ
る
，

普
及
す
る
」
と
い
う
意
味
と
し
て
も
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
方
，
こ

こ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、「
放
送
」
は
、
一
九
一
七
年
ご
ろ
か
ら
使
わ

れ
て
お
り
、「
当
初
は
海
上
の
各
艦
船
に
〝
返
事
な
し
に
一
方
的
に
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
送
る
〞
こ
と
を
意
味
し
」（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
（
一
九
七
七
，p.9

））
て
、
葛

原
顕
が
考
え
た
も
の
と
い
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
「
放
送
」
と
い
う
こ
と
ば
の

成
り
立
ち
と
，『
Ｏ
Ｅ
Ｄ
』
に
お
け
る
「broadcast

」
の
意
味
の
変
遷
か

ら
考
え
て
，「broadcast

」
の
訳
語
と
し
て
「
放
送
」
が
考
え
ら
れ
た
と

い
う
こ
と
は
い
い
に
く
い
。
実
態
は
，
⑾
に
あ
る
よ
う
に
，
船
舶
に
お
け
る

無
線
通
信
で
「
放
送
」
と
い
っ
て
い
る
も
の
を
，
英
語
で
は
「broadcast

」

と
い
っ
て
い
た
。
ま
た
，「
ラ
ジ
オ
」
に
も
「broadcast

」
と
い
う
こ
と

ば
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
，
船
舶
の
無
線
電
信
に
な
ら
っ
て
，
ラ
ジ
オ

で
も
「
放
送
」
を
使
う
よ
う
に
な
っ
た
も
の
だ
ろ
う
。

三
．
三

安
藤
博
に
よ
る
「
放
送
」
命
名
説

「
放
送
」
と
い
う
語
を
ラ
ジ
オ
で
使
う
よ
う
に
な
っ
た
の
は
，
早
稲
田
大
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学
理
工
学
部
予
科
生
だ
っ
た
安
藤
博
が
最
初
で
あ
る
と
す
る
説
（
以
下
「
安

藤
博
命
名
説
」）
も
あ
る
。
朝
日
新
聞
（
一
九
六
○
年
三
月
一
日
「
声
」
欄
・

一
般
読
者
の
投
書
）
に
，
次
の
よ
う
に
あ
る
。

⒀
三
月
二
十
二
日
は
放
送
記
念
日
，
本
年
は
と
く
に
放
送
開
始
三
十
五

周
年
に
当
た
る
の
で
，「
放
送
」
と
い
う
語
の
歴
史
を
研
究
す
る
の

も
，
興
味
が
あ
る
と
思
う
。
明
白
な
文
献
資
料
と
し
て
の
最
初
の
も

の
は
，
一
九
二
二
年
（
大
正
十
一
年
）
に
早
大
出
版
部
か
ら
発
刊
さ

れ
た
『
無
線
電
話
』
と
称
す
る
書
籍
で
，
こ
れ
は
当
時
幼
稚
だ
っ
た

電
波
科
学
が
，
将
来
マ
ス
コ
ミ
の
大
立
て
者
と
な
る
こ
と
を
予
見
し

た
，
わ
が
国
最
初
の
技
術
書
で
あ
る
。
そ
の
自
序
の
中
で
「
放
送
」

と
い
う
文
字
を
用
い
て
い
る
。
当
時
十
九
歳
の
早
大
理
工
学
部
予
科

生
で
あ
っ
た
著
者
，
安
藤
博
は
，
発
明
の
天
才
と
し
て
世
の
注
目
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
以
前
に
「
放
送
」
と
い
う
字
句
を
使
っ
た

文
献
が
見
当
た
ら
ぬ
の
で
，
安
藤
氏
が
「
放
送
」
と
い
う
字
句
を
創

造
し
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

ま
た
，
日
本
経
済
新
聞
の
一
九
六
二
（
昭
和
三
七
）
年
三
月
二
三
日
の

「
放
送
の
は
じ
ま
り
」
と
い
う
記
事
で
，
安
藤
博
本
人
が
，
自
分
が
「
ラ
ジ

オ
」
に
「
放
送
」
を
結
び
つ
け
て
使
っ
た
最
初
で
あ
る
と
述
べ
て
い（

１３
）る。

⒁
ま
た
放
送
と
い
う
こ
と
ば
も
無
線
電
信
の
不
特
定
船
舶
局
通
信
な
ど

に
放
送
と
い
う
字
を
使
っ
た
例
は
あ
る
そ
う
で
あ
る
が
，
私
の
使
っ

た
の
は
今
日
一
般
に
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
に
用
い
ら
れ
て
い
る
「
放
送
」

と
い
う
語
源
の
最
初
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
翌
大
正
十
二

年
に
「
私
設
放
送
無
線
電
話
規
則
」
と
い
う
省
令
が
出
て
，
こ
れ
が

放
送
な
る
字
句
を
ラ
ジ
オ
に
公
的
に
使
わ
れ
た
最
初
の
も
の
で
あ
る

こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
記
事
に
あ
る
『
無
線
電
話
』（
一
九
二
二
・
早
稲
田
大
学
出
版
部
）

の
「
放
送
」
の
記
述
と
は
｢自
序
｣に
見
ら
れ
る
次
の
一
文
で
あ
る
。

⒂
こ
の
や
う
な
無
線
放
送
が
盛
ん
に
な
り
し
故
米
国
で
は
芝
居
，
活
動

の
入
場
者
や
蓄
音
器
の
売
行
が
減
っ
た
と
さ
へ
云
ひ
伝
へ
ら
れ
て
居

る
。

安
藤
博
は
，
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
の
研
究
も
行
い
，
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年

（
氏
が
十
七
歳
の
と
き
）
に
テ
レ
ビ
放
送
に
つ
な
が
る
多
極
真
空
管
の
特
許

を
取
得
す
る
な
ど
，
ラ
ジ
オ
お
よ
び
テ
レ
ビ
開
発
の
研
究
者
で
あ
り
，
一
九

二
四
（
大
正
十
三
）
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
設
立
時
の
発
起
人
の
一
人
と
し
て
名
を
つ

ら
ね
た
人
物
で
あ
る
。
本
人
の
談
だ
が
，『
無
線
電
話
』
は
売
れ
行
き
が
よ

く
何
回
も
版
を
重
ね
た
と
い
う
。

さ
て
，
こ
の
「
安
藤
博
命
名
説
」
に
つ
い
て
，
⒀
に
示
し
た
朝
日
新
聞
の

「
声
」
欄
の
内
容
に
は
誤
り
が
あ
る
。
こ
こ
ま
で
調
べ
た
と
お
り
「
放
送
」

と
い
う
語
は
，
す
で
に
一
九
一
七
年
に
，
船
舶
の
通
信
で
使
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
お
り
，
こ
の
語
を
安
藤
博
が
「
創
造
し
た
」
と
い
う
わ
け
で
は
な

い
。た

だ
し
，
⒁
で
安
藤
博
が
述
べ
て
い
る
，「
ラ
ジ
オ
」
に
「
放
送
」
と
い

う
語
を
使
う
よ
う
に
な
っ
た
の
は
安
藤
が
最
初
で
あ
る
と
い
う
点
に
つ
い
て

は
，
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。「
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
」
で
調
べ
た
限
り
で
は
，「
ラ
ジ
オ
」
に
つ
い
て
「
放
送
」
が
使
わ
れ
て

い
る
資
料
は
，
一
九
二
三
（
大
正
十
二
）
年
以
降
に
多
く
な
っ
て
お
り
，
一

九
二
二
（
大
正
十
一
）
年
を
境
に
し
て
こ
と
ば
の
使
い
方
が
変
わ
っ
て
い
る

よ
う
に
も
見
え
る
か
ら
で
あ（

１４
）る。
次
に
，
こ
の
点
を
く
わ
し
く
調
べ
る
こ
と

す
る
。

安
藤
は
，
自
分
が
「
ラ
ジ
オ
」
に
「
放
送
」
を
使
っ
た
最
初
だ
と
い
う
理
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由
と
し
て
，
逓
信
省
に
よ
る
「
私
設
放
送
無
線
電
話
規
則
」
と
い
う
省
令
が

出
た
一
九
二
三
年
が
「
放
送
な
る
字
句
を
ラ
ジ
オ
に
公
的
に
使
わ
れ
た
最
初

の
も
の
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
」
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
，
前
に

述
べ
た
と
お
り
，
逓
信
省
が
，
無
線
電
話
制
度
の
要
綱
作
成
に
と
り
か
か
っ

た
の
は
，
一
九
二
二
（
大
正
十
一
）
年
の
春
で
，
そ
の
年
の
夏
に
は
「
放
送

用
私
設
無
線
電
話
に
関
す
る
議
案
」
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
一
方
，

安
藤
の
『
無
線
電
話
』
で
「
放
送
」
が
使
わ
れ
て
い
る
「
自
序
」
が
書
か
れ

た
の
は
一
九
二
二
年
八
月
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。「
ラ
ジ
オ
」
と
「
放
送
」

が
結
び
つ
い
た
の
は
、
逓
信
省
と
安
藤
博
は
ほ
ぼ
同
時
期
だ
っ
た
と
い
う
こ

と
が
い
え
そ
う
だ
。

ま
た
，
一
九
二
三
（
大
正
十
二
）
年
五
月
二
一
日
の
読
売
新
聞
朝
刊
に
次

の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。

⒃
逓
信
省
電
気
試
験
所

槇
尾
年
正

（
略
）
一
昨
年
か
ら
無
線
放
送
と
云
ふ
言
葉
が
流
行
し
ま
し
た
。
ア

メ
リ
カ
を
中
心
と
し
て
，
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
日
本
へ
と
，
流
行
は
流

れ
て
き
ま
し
た
。
ラ
デ
オ
・
ブ
ロ
ー
ド
キ
ヤ
ス
テ
イ
ン
グ
と
い
う
言

葉
を
訳
し
て
，
日
本
で
は
無
線
放
送
と
云
っ
て
ゐ
ま
す
。（
略
）

「
一
昨
年
」
と
い
う
の
は
一
九
二
一
年
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
記
事
を
そ

の
ま
ま
鵜
呑
み
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
，
一
九
二
二
年
以
前
か
ら
一
部

で
「
無
線
放
送
」
と
い
う
語
が
使
わ
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。

な
お
，
安
藤
博
は
『
無
線
電
話
』
で
「
無
線
放
送
」
と
い
う
語
は
使
っ
て

い
る
が
「
放
送
」
単
独
で
は
使
っ
て
い
な
い
。「
放
送
す
る
」
と
い
う
意
味

の
語
と
し
て
は
「
送
達
す
る
」
と
い
う
こ
と
ば
を
使
っ
て
い
る
。
無
線
電
信

で
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
ば
を
慣
用
的
に
そ
の
ま
ま
使
っ
た
だ
け
の
よ
う
に
も

と
れ
る
。

こ
こ
ま
で
調
べ
た
内
容
か
ら
，「
安
藤
博
命
名
説
」
の
よ
う
に
，
だ
れ
か

が
「
ラ
ジ
オ
」
に
「
放
送
」
を
結
び
つ
け
た
と
い
う
こ
と
は
い
え
な
い
こ
と

が
わ
か
る
。一
九
二
二
年
前
後
は
，
ラ
ジ
オ
放
送
が
始
ま
る
の
を
前
に
，

人
々
の
ラ
ジ
オ
熱
が
高
ま
っ
て
お
り
，
船
の
無
線
通
信
で
使
わ
れ
て
い
た

「
放
送
」
と
い
う
語
が
，
同
じ
無
線
の
こ
と
ば
と
し
て
，
誰
と
は
な
し
に

「
ラ
ジ
オ
」
に
も
転
用
さ
れ
、
最
終
的
に
逓
信
省
に
よ
っ
て
、
公
式
な
こ
と

ば
に
採
用
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

四
．
ま
と
め

「
放
送
」
の
語
誌
を
新
た
に
書
く
と
す
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。

⒄
「
放
送
」
は
「
放
ち
送
る
」
か
ら
で
き
た
漢
語
で
あ
る
。
船
舶
の
無

線
通
信
で
，
発
信
の
連
絡
を
せ
ず
に
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に
「
放
ち

送
る
」
通
信
を
，
一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
ご
ろ
か
ら
，「
放
送
」

と
い
う
よ
う
に
な
っ
た
。

ラ
ジ
オ
（
無
線
電
話
）
が
実
用
化
さ
れ
る
に
あ
た
っ
て
，
ラ
ジ
オ

の
通
信
を
ど
の
よ
う
に
表
現
す
べ
き
か
、
ま
た
、
英
語
の

broadcast

、broadcasting

を
ど
う
訳
す
べ
き
か
が
検
討
さ
れ
，

そ
の
と
き
す
で
に
，
無
線
の
分
野
で
「
放
送
」
と
い
う
こ
と
ば
を
使

う
慣
用
が
定
着
し
て
い
た
こ
と
か
ら
，
逓
信
省
に
よ
っ
て
「
放
送
」

が
適
し
て
い
る
と
判
断
さ
れ
た
。

の
ち
に
、
発
信
や
受
信
の
連
絡
を
せ
ず
に
、
た
だ
一
方
的
に
無
線

を
送
る
と
い
う
通
信
の
実
態
か
ら
、「
送
り
っ
ぱ
な
し
」
の
通
信
と

い
う
意
味
で
、
｢放
送
｣と
な
っ
た
と
解
釈
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

今
回
，
調
べ
た
限
り
で
は
，
江
戸
時
代
の
作
品
に
「
放
送
る
（
は
な
ち
お
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く
る
）」
の
用
例
が
見
ら
れ
た
が
，
そ
の
作
品
の
原
作
に
な
っ
た
漢
籍
に
は

「
放
送
」
と
い
う
語
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
，
そ
の
ほ
か
の
漢
籍
で

は
ど
う
な
の
か
ま
で
は
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。『
新
明
解
語
源

辞
典
』
や
『
日
本
語
源
広
辞
典
﹇
増
補
版
﹈』
に
は
「
和
製
漢
語
」
で
あ
る

と
説
明
さ
れ
て
い
る
が
，
古
い
漢
籍
に
お
い
て
，
本
当
に
「
放
ち
送
る
」
の

意
味
で
「
放
送
」
を
使
う
例
が
見
ら
れ
な
い
の
か
ど
う
か
な
ど
の
疑
問
が
残

る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
今
後
の
調
査
課
題
と
し
た
い
。

注

（
１
）
筆
者
所
有
の
辞
書
の
ほ
か
，
国
立
国
会
図
書
館
で
見
る
こ
と
が
で
き
る

辞
書
の
中
で
，
一
九
一
四
年
か
ら
一
九
三
五
年
ま
で
に
発
行
さ
れ
た
国
語

辞
典
を
調
査
し
た
。
和
英
辞
典
，
英
和
辞
典
も
同
様
。

（
２
）
『
辞
海
』（
一
九
一
四
）
は
「
郁
文
舎
」
出
版
の
も
の
で
，「
三
省
堂
」

出
版
の
も
の
で
は
な
い
。

（
３
）
『
大
日
本
国
語
辞
典
』
は
，
一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年
発
行
の
修
正
版

に
も
「
放
送
」
は
立
項
さ
れ
て
い
な
い
。

（
４
）
第
八
版
で
調
査
。

（
５
）
第
七
版
で
調
査
。

（
６
）
英
和
辞
典
の
「broadcast

」
の
欄
に
「
放
送
」
の
意
味
が
加
わ
り
始

め
た
の
が
大
正
末
頃
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
以
前
に
も
，
別
の
意
味

で
「broadcast

」
は
立
項
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
，『
英
和
対
訳
辞
書
』

（
荒
井
郁
之
助
・
一
八
七
二
）
に
は
，「
種
ヲ
蒔
ク
」
と
い
う
意
味
で
立

項
が
あ
る
。

（
７
）
「
托
す
・
托
す
る
」
は
「
託
す
・
託
す
る
」
と
も
書
く
（『
新
潮
日
本

語
漢
字
辞
典
』（
二
○
○
七
））。

（
８
）
「
送
放
」
を
「
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
で
検
索
し
た

と
こ
ろ
，
一
例
見
ら
れ
た
。
一
八
九
三
（
明
治
二
六
）
年
の
雑
誌
『
穎
才

新
誌
』
の
投
稿
で
「
送
放
蟲
序
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
も
の
で
あ
る
。
虫

を
野
に
放
す
こ
と
を
述
べ
る
文
だ
が
，
文
中
に
は
「
送
放
」
あ
る
い
は

「
送
り
放
つ
」
な
ど
の
語
は
見
ら
れ
な
い
。

（
９
）
「
漢
籍
電
子
文
献
資
料
庫
」http://hanchi.ihp.sinica.edu.tw

/

で

検
索
。

（
１０
）
東
京
以
外
に
，
名
古
屋
，
大
阪
で
も
こ
の
時
期
，
ラ
ジ
オ
放
送
が
開
始

さ
れ
て
い
る
。
名
古
屋
放
送
局
は
一
九
二
五
（
大
正
一
四
）
年
一
月
十
日

に
設
立
許
可
を
得
て
，
同
年
七
月
一
五
日
に
仮
放
送
を
開
始
し
た
。ま

た
，
大
阪
放
送
局
は
一
九
二
五
年
二
月
二
八
日
に
設
立
許
可
を
得
て
，
六

月
一
日
に
仮
放
送
を
開
始
し
た
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
（
二
○
○
一
，pp.27~34

）。

（
１１
）
『
趣
味
の
無
線
電
話
』（
一
九
二
四
・
苫
米
地
貢
，p.4

）
に
は
「
レ

ジ
オ
」
と
あ
り
，
筆
者
が
調
べ
た
も
の
に
は
，
手
書
き
の
書
き
込
み
が
さ

れ
て
お
り
，「
ラ
デ
イ
ヨ
ー
」「
ラ
ヂ
オ
」
と
あ
る
。
ま
た
「
ラ
ヂ
オ
ナ
ン

て
，
知
っ
た
か
ぶ
り
に
直
す
な
レ
ヂ
オ
で
良
い
の
だ
」
と
い
う
書
き
込
み

も
あ
る
。
誰
が
書
き
込
み
を
し
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
，
当
時
，

「Radio

」
の
語
形
が
ど
う
と
ら
え
ら
れ
た
の
か
が
わ
か
る
よ
う
な
メ
モ

で
あ
る
。

（
１２
）
本
文
の
⑽
に
あ
る
「
今
井
田
電
話
課
長
」
は
今
井
田
清
徳
（
一
八
八
四

〜
一
九
四
○
）
の
こ
と
で
あ
る
。
一
九
○
九
（
明
治
四
二
）
年
に
逓
信
省

に
入
省
し
，
日
本
の
放
送
事
業
創
設
に
備
え
る
た
め
の
研
究
を
行
っ
た
。

ま
た
，
一
九
一
四
（
大
正
三
）
年
か
ら
一
九
一
五
（
大
正
四
）
年
に
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
留
学
，
一
九
二
一
（
大
正
十
）
年
に
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
，
ア
メ
リ

カ
な
ど
で
放
送
事
情
を
視
察
し
，
帰
国
後
の
一
九
二
三
（
大
正
十
二
）
年

に
放
送
事
業
民
営
方
針
を
確
立
し
た
人
物
で
あ
る
（
今
井
田
清
徳
（
一
九

四
三
））。

（
１３
）
こ
の
新
聞
記
事
は
，「
放
送
」
の
起
源
と
し
て
，
見
坊
豪
紀
（
一
九
六

二
）
に
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
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（
１４
）
「
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」http://dl.ndl.go.jp/

で

検
索
。

引
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藤
博
（
一
九
二
二
）『
無
線
電
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』（
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清
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九
四
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井
田
清
徳
』
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井
田
清
徳
伝
記
編
纂
会

Ｎ
Ｈ
Ｋ
（
一
九
六
五
）『
日
本
放
送
史
』（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
（
一
九
七
七
）『
放
送
五
十
年
史
』（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
（
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○
○
一
）『
２０
世
紀
放
送
史
』
上
巻
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
）

加
茂
正
一
（
一
九
四
四
）『
新
語
の
考
察
』（
三
省
堂
）

見
坊
豪
紀
（
一
九
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二
）「
こ
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ば
の
く
ず
か
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』
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三
○
号

（
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号
）

鈴
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次
（
一
九
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○
）「
放
送
塔

放
送
と
云
ふ
字
義
」『
逓
信
協
会
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誌

二
月
』（
二
五
八
）

T
A
D
A
-SA
ISI

（
一
九
四
一
）「
外
国
音
の
表
わ
し
方
（
案
）
を
読
む
」『
国

語
運
動
』
七
月
号

逓
信
外
史
刊
行
会
編
『
逓
信
史
話
上
巻
』（
一
九
六
二
）
電
気
通
信
協
会

米
川
明
彦
（
二
○
○
二
）『
明
治
・
大
正
・
昭
和
の
新
語
・
流
行
語
辞
典
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三

省
堂
）

（
や
ま
し
た

よ
う
こ

本
学
大
学
院
博
士
前
期
課
程
）
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